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硫酸ニッケル*10.5万ｔ平均
ニッケル含有量22％

全大陸の硫酸ニッケル生産
量をカバー

対象は様々な生産段階 
（酸化鉱および硫化鉱を含む）

2017年の世界の硫酸ニッケ
ル生産量100%を評価

このライフサイクル分析の対象範囲
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LCIAでは、地球温暖化係数（GWP）など様々な環境影響を算
出します。これらの影響評価はライフサイクル評価
LCA）を行う基礎となり、環境面から製品または
サービスを比較します。ニッケルのライフサ
イクルデータは、ステンレス鋼管や電気自
動車用の車載電池など、多くのニッケル
含有製品の 
LCAに使用されます。

ニッケル産業によって収集された 
データはISO14040標準シリーズの 
要件に適合しており、独立した第三者 
による批判的評価（審査）を受けていま
す。

ライフサイクルデータは、ニッケルおよびニッケル製品のすべての生産段階で構成されています。
その基本となるのがライフサイクル・インベントリ（LCI）で、各生産段階のインプットとアウトプット
が集められています。このインベントリ・データは、ライフサイクル影響評価（LCIA）を行うために
使用されます。

硫酸ニッル
ライフサイクル データ
ニッケル協会の会員企業は、2018年と2019年にニッケル製品のライフサイクルデータを更新しました。ニッケル生
産者の団体である当協会は、地球温暖化係数、一次エネルギー需要、また様々なニッケル製品生産のための水需要
など、重要な指標を含む最新のライフサイクルデータを公表致します。



ニッケルメタル、フェロニッケルおよび硫酸ニッケルに関して、より詳細な情報、全ライフサイクル・データセット、
ならびに独立した第三者による審査報告は、ご要望に応じてご提供致します。
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* 硫酸ニッケルとNiSO4に関するすべての記述は、硫酸ニッケル六水和物（NiSO4 * 6H2O）の結晶構
造に関するものである。
本資料は読者への一般情報提供を目的としており、しかるべき助言を確保せずして、如何なる特定の目的
あるいは用途のために使用もしくは依拠されるべきではない。本資料は専門的に見て正確であると信じら
れるものではあるが、ニッケル協会とその会員、職員およびコンサルタントはあらゆる一般的なもしくは特
定の目的のための適合性について何ら表明もしくは保証するものではなく、また本資料に示されている情
報に関して如何なる種類の義務もしくは責任を負うものではない。ニッケル協会　無断転載禁止


